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―自衛官は侵略戦争の銃を握るな！防衛・治安出動命令を拒否しよう！―

ラ
イ
ズ
読
者
の
皆
さ
ん
、
自
衛
隊
兵
士
の

皆
さ
ん
、
日
本
の
労
働
者
階
級
が
世
界
革
命

の
扉
を
開
く
２
０
２
４
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

帝
国
主
義
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
世
界
支

配
を
突
き
り
破
り
、
徹
頭
徹
尾
戦
い
抜
く
民

族
解
放
の
決
起
が
パ
レ
ス
チ
ナ
中
東
人
民
か

ら
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
10
・
７
蜂
起
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
帝
国
主
義
の
総
力
を
あ
げ

た
攻
撃
に
対
し
て
、
現
在
も
指
揮
系
統
を
維

持
し
、
敢
然
と
戦
い
抜
か
れ
て
い
ま
す
。
帝

国
主
義
と
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ

全
土
に
１
㌧
爆
弾

を
投
下
し
続
け
て

も
、
２
万
人
虐
殺

の
蛮
行
を
重
ね
て

も
、
突
き
破
ら
れ

た
帝
国
主
義
支
配

は
絶
対
に
回
復
で

き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
全
世
界
の
兵
士
、
自
衛
隊
兵

士
諸
君
に
訴
え
る
。
諸
君
の
銃
口
は
、
「
三

正
面
」
戦
争
、
帝
国
主
義
侵
略
戦
争
、
人
民

大
虐
殺
を
指
揮
す
る
帝
国
主
義
政
府
・
司
令

官
・
上
官
の
頭
に
向
け
よ
。

10
・
７
蜂
起
は
、
全
世
界
の
労
働
者
農
民

兵
士
へ
向
け
た
、
帝
国
主
義
打
倒
の
内
乱
―

蜂
起
の
熱
烈
な
呼
び
か
け
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
世
界
戦
争
に
突
き
進
み
、
人
民
を
虐
殺

し
て
生
き
延
び
る
以
外
な
く
な
っ
た
帝
国
主

義
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
を
打
倒
し
よ
う
。
問

わ
れ
て
い
る
の
は
私
た
ち
で
す
。
私
た
ち
帝

国
主
義
本
国
の
労
働
者
階
級
が
10
・
７
蜂
起

に
す
べ
て
を
か
け
て
連
帯
し
、
民
族
解
放
・

革
命
戦
争
と
帝
国
主
義
打
倒
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
革
命
を
結
合
さ
せ
、
世
界
革
命
に
向
か
っ

て
突
き
進
も
う
。
「
三
正
面
戦
争
」
に
参
戦

す
る
日
本
帝
国
主
義
を
打
倒
し
よ
う
。

崩
壊
の
瀬
戸
際
に
あ
る
の
は
、
日
米
帝
国

主
義
の
側
で
す
。
「
普
通
の
国
」
「
戦
争
の
出

来
る
帝
国
主
義
」
は
、
敗
戦
帝
国
主
義
・
日

帝
の
「
悲
願
」
で
し
た
。
し
か
し
戦
後
長
期

に
わ
た
っ
て
日
本
の
労
働
者
階
級
は
そ
の
攻

撃
を
根
幹
に
お
い
て
阻
止
し
て
き
ま
し
た
。

戦
争
と
民
営
化
攻
撃
に
立
ち
向
か
い
、
「
３

労
組
」
を
拠
点
に
国
際
主
義
と
階
級
的
労
働

運
動
の
潮
流
と
し
て
、
戦
争
と
労
組
解
体
攻

撃
に
真
っ
向
か
ら
総
反
撃
し
、
日
帝
打
倒
の

革
命
戦
争
を
準
備
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２

４
年
は
そ
の
革
命
戦
争
を
本
格
的
に
前
進
さ

せ
、
発
展
さ
せ
る
年
だ
と
考
え
ま
す
。

日
本
帝
国
主
義
の
２
０
０
５
年
経
団
連

「
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」
路
線
、
つ

ま
り
中
国
と
対
抗
し
、
新
市
場
を
開
拓
し
て

生
き
残
る
と
い
う
「
ア
ジ
ア
自
由
経
済
圏
構

想
」
、
そ
し
て
日
米
安
保
同
盟
の
転
換
的
強

化
、
改
憲
と
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
、
対
中

戦
争
構
想
は
、
岸
田
政
権
に
よ
っ
て
米
中
戦

争
へ
の
参
戦
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
へ
の
参
戦
、

中
東
・
パ
レ
ス
チ
ナ
侵
略
戦
争
へ
の
参
戦
で

具
体
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

「
三
正
面
」
戦
争
を
米
帝
が
展
開
で
き
る
の

は
、
日
帝
の
全
面
参
戦
が
あ
る
か
ら
で
す
。

２
０
２
４
年
は
帝
国
主
義
打
倒
の
内
乱
を
組

織
し
よ
う
。
反
戦
闘
争
に
ま
な
じ
り
を
決
し

て
決
起
し
よ
う
。

日
帝
の
中
国
侵
略
戦

争
に
全
面
動
員
さ
れ
て

い
る
自
衛
官
と
の
連
帯

行
動
を
強
め
よ
う
。
中

国
侵
略
戦
争
は
自
衛
隊

兵
士
と
米
軍
・
米
海
兵
隊
の
共
同
作
戦
に
か

か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
作
戦
の
成
否
は
自
衛

隊
兵
士
に
あ
る
の
だ
。
兵
士
諸
君
、
侵
略
の

銃
を
握
る
な
。
防
衛
出
動
命
令
―
参
戦
命
令

を
拒
否
し
よ
う
！
治
安
出
動
命
令
を
拒
否
し

よ
う
！
自
衛
隊
兵
士
は
オ
ス
プ
レ
イ
搭
乗
を

拒
否
し
よ
う
！
労
働
者
階
級
人
民
は
兵
士
諸

君
と
と
も
に
あ
る
。

巻頭言



自
衛
隊
に
入
り
た
い
、
そ
う
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

私
は
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

戦
闘
機
が
大
好
き
で
、
迷
彩
服
の
男
性

自
衛
官
は
誰
で
も
か
っ
こ
よ
く
見
え
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
自
衛
隊
は
身
近
で

頼
も
し
い
存
在
だ
っ
た
。
し
か
し
、
明

治
生
ま
れ
の
祖
父
が
猛
反
対
、
激
怒
し
、

自
衛
官
に
な
る
こ
と
を
断
念
。
「
こ
の

国
は
も
う
一
度
戦
争
を
す
る
。
ふ
た
た

び
戦
勝
国
に
な
る
に
は
、
戦
争
を
起
こ

し
て
勝
た
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
ら
だ
。

自
衛
隊
に
入
っ
た
ら
真
っ
先
に
戦
場
に

行
か
さ
れ
る
」
と
、
祖
父
は
言
っ
た
。

そ
し
て
現
在
、
安
保
三
文
書
、
軍
事
費

２
倍
化
、
南
西
諸
島
の
ミ
サ
イ
ル
基
地

化
、
岸
田
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
支

援
と
パ
レ
ス
チ
ナ
虐
殺
容
認
、
中
国
侵

略
戦
争
を
想
定
し
た
日
米
合
同
演
習
と
、

日
本
の
現
状
は
祖
父
の
予
言
通
り
に
な
っ

た
。

自
衛
官
充
足
不
足
と
青
年
の
取
り

込
み岸

田
政
権
下
で
武
器
輸
出
と
民
間
空

港
・
港
湾
の
軍
事
利
用
も
強
行
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
が
自

衛
官
の
な
り
手
不
足
だ
。
自
衛
官
の
採

用
未
達
は
「
静
か
な
る
有
事
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。
23
年
度
防
衛
白
書
に
よ
れ

ば
、
常
備
兵
力
と
し
て
の
自
衛
官
は
、

定
員

24
万
７
１
５
４
人
の
と
こ
ろ

22

万
７
８
４
３
人
で
充
足
率
は

92
・
２

％
。
お
よ
そ
２
万
人
不
足
し
て
い
る
。

米
国
の
常
備
兵
力
は
約
１
５
７
万
人
、

中
国
は
約
２
２
９
万
人
、
日
本
と
は
桁

が
違
う
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
で
変
化
が
現
れ

た
。
元
自
衛
官
が
発
信
す
るY

o
uT
u
b
e

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
大
人
気
と
な
り
、
自
衛
隊

が
グ
ッ
と
身
近
な
存
在
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
陸
・
海
・
空
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊

が
自
衛
隊
の
日
常
を
つ
ぶ
や
く
Ｘ
（
旧

T
w
i
t
t
er

）
も
多
く
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を

集
め
て
い
る
。
基
地
や
駐
屯
地
の
一
般

開
放
で
は
、
戦
闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
サ

イ
ン
を
求
め
る
列
が
で
き
、
ヘ
リ
空
母

の
艦
載
機
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
驚
嘆
の

声
が
溢
れ
、
戦
闘
車
両
体
験
搭
乗
も
大

人
気
。
そ
れ
に
加
え
て
、
北
朝
鮮
の
弾

道
ミ
サ
イ
ル
発
射
と
中
国
の
領
空
侵
犯
・

領
海
侵
入
で
排
外
主
義
報
復
を
煽
る
右

派
メ
デ
ィ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を

「
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
対
抗
す
る
正
義
の

戦
争
」
と
義
憤
を
焚
き
付
け
、
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
虐
殺
を
「
テ

ロ
に
対
す
る
正
義
の
戦
争
」
と
正
当
化

す
る
帝
国
主
義
国
家
に
よ
っ
て
、
愛
国

心
と
国
防
意
識
を
刺
激
さ
れ
た
若
者
た

ち
が
自
衛
官
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
災
害
派
遣
で
活
躍
す
る
自
衛
隊

に
感
動
し
て
自
衛
官
を
目
指
す
の
と
は

次
元
の
異
な
る
現
象
が
、
戦
時
下
で
起

き
て
い
る
。

し
か
し
、
戦
時
下
だ
か
ら
こ
そ
、
戦

争
を
任
務
と
す
る
自
衛
官
に
厳
し
い
目

が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
性
犯
罪
、
い
じ

め
自
殺
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
飲

酒
運
転
な
ど
、
毎
日
の
よ
う
に
自
衛
官

の
不
祥
事
が
報
道
さ
れ
る
の
は
、
戦
争

へ
と
突
き
進
む
岸
田
政
権
に
対
す
る
国

民
の
怒
り
と
不
安
を
感
じ
取
っ
た
マ
ス

コ
ミ
の
忖
度
と
い
え
る
。
戦
争
に
は
反

対
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
衛
官
募
集

の
対
象
と
な
る
若
者
に
つ
い
て
、
自
治

体
に
よ
る
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
中
止

を
求
め
る
運
動
が
各
地
で
起
き
て
い
る
。

昨
年
２
月
末
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
は
兵
力
増
強
の
た
め
に
外
国
人
義
勇

兵
の
募
集
を
開
始
し
た
。
在
日
ウ
ク
ラ
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イ
ナ
大
使
館
の
呼
び
か
け
に
、
70
人
の

日
本
人
が
志
願
し
た
。
そ
の
う
ち
、
50

人
が
元
自
衛
官
だ
。
「
人
ご
と
で
は
な

い
」
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
若
者
が
死
ぬ
く

ら
い
な
ら
自
分
が
死
ぬ
」
と
応
じ
た
。

だ
が
、
日
本
政
府
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土

に
退
避
勧
告
を
出
し
て
い
て
、
自
粛
要

請
を
受
け
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
は
募

集
を
取
り
下
げ
た
。
そ
れ
で
も
、
独
自

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
入
国
し
、
十
数
名
の

日
本
人
が
義
勇
兵
と
な
っ
て
ロ
シ
ア
と

戦
争
を
し
て
い
る
。
昨
年

11
月
に
は
、

日
本
人
義
勇
兵
の
元
自
衛
官
が
戦
死
し

て
い
る
。
一
方
、
「
義
は
ロ
シ
ア
に
あ

る
」
と
、
ロ
シ
ア
に
渡
っ
て
義
勇
兵
に

な
っ
た
日
本
人
男
性
も
い
る
。

前
者
は
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
か
ら
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
守
れ
！
と
戦
場
に
行
き
、
後

者
は
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
ア
メ
リ
カ
の

一
方
的
な
情
報
で
ロ
シ
ア
を
悪
者
に
し

て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
。
で
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
正
義
で
ロ
シ
ア
が
悪
な
の

か
？
断
じ
て
ノ
ー
だ
！

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
低
迷
す
る
国
民
の

支
持
率
ア
ッ
プ
と
親
ロ
シ
ア
派
弾
圧
の

た
め
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
Ｅ
Ｕ
へ
の
加
盟

を
宣
言
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
欧
拡
大
に

対
抗
し
た
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

へ
と
踏
み
切
っ
た
。
米
欧
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
武
器
を
送
っ
て
戦
火
を
拡
大
し
、

東
欧
へ
の
影
響
力
を
強
化
し
た
。
西
側

諸
国
の
軍
事
企
業
は
最
高
利
益
を
上
げ
、

米
帝
は
ロ
シ
ア
を
戦
争
で
疲
弊
さ
せ
る

こ
と
で
中
国
と
の
戦
争
を
有
利
に
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
は
、
帝
国
主
義
国
家
に
よ
る
侵
略
戦

争
で
あ
り
、
両
国
の
兵
士
と
人
民
が
ど

れ
だ
け
殺
さ
れ
よ
う
と
停
戦
に
は
至
ら

な
い
。
支
配
階
級
が
口
を
揃
え
る
「
正

義
の
た
め
の
戦
争
」
は
全
て
ペ
テ
ン
だ
。

若
者
よ
！
死
ぬ
気
で
戦
争
を
止
め

よ
う
！

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
区
へ
の
侵
略
戦
争
と
大
虐
殺
に
よ
り
、

全
世
界
で
パ
レ
ス
チ
ナ
連
帯
の
大
規
模

デ
モ
と
ス
ト
ラ
イ
キ
が
爆
発
し
て
い
る
。

「
病
院
へ
の
攻
撃
を
や
め
ろ
！
」
「
イ
ス

ラ
エ
ル
に
武
器
を
送
る
な
！
」
と
、
自

国
政
府
の
イ
ス
ラ
エ
ル
支
援
に
抗
議
し
、

怒
り
を
叩
き
つ
け
て
い
る
。

10
月
７
日
の
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ

エ
ル
攻
撃
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
占

領
と
ガ
ザ
包
囲
、
パ
レ
ス
チ
ナ
抹
殺
に

向
け
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
ガ
ザ
攻
撃
に

対
す
る
心
底
か
ら
の
怒
り
の
蜂
起
だ
。

こ
れ
を
断
固
支
持
し
、
連
帯
し
、
戦
争

絶
対
反
対
を
掲
げ
て
決
起
し
よ
う
。
侵

略
戦
争
に
加
担
す
る
の
で
は
な
く
、
戦

争
を
止
め
る
た
め
の
闘
い
に
身
を
投
じ

よ
う
。

国
を
守
る
な
！
生
命
を
守
れ
！

人
を
殺
す
な
！
殺
さ
れ
る
な
！

こ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
自
衛
官
を
目
指
す

若
者
に
私
が
訴
え
た
い
こ
と
だ
。

自
衛
官
に
な
り
た
い
理
由
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
。
「
戦
闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な

り
た
い
」
「
親
も
自
衛
官
」
「
地
本
に
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
た
」
「
家
が
貧
乏
」
「
資
格

を
取
っ
て
任
期
満
了
金
を
も
ら
う
」

「
こ
の
辺
じ
ゃ
高
卒
の
就
職
先
は
警
察

か
消
防
か
自
衛
隊
」
「
災
害
救
助
活
動

が
し
た
い
」
「
国
を
守
り
た
い
」
「
誰
か

の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
」
、
少
数

だ
が
「
中
国
、
北
朝
鮮
を
や
っ
つ
け
る
」

と
い
う
排
外
主
義
思
想
の
若
者
も
い
る
。

自
衛
官
を
目
指
す
若
者
に
は
、
戦
場
で

人
を
殺
す
覚
悟
が
あ
る
の
か
？

言
い

換
え
よ
う
、
兵
士
は
戦
場
で
人
を
殺
す

仕
事
だ
と
い
う
自
覚
は
あ
る
の
か
？

自
衛
隊
は
紛
れ
も
な
く
、
国
家
に
属

す
る
武
装
組
織
で
あ
る
。
自
衛
官
は
国

の
戦
闘
員
だ
。
戦
場
に
お
い
て
は
「
敵

兵
」
を
殺
し
、
非
戦
闘
員
を
も
殺
す
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
も
殺

さ
れ
る
。
そ
の
事
実
が
ま
さ
に
ガ
ザ
だ
。

捨
て
ら
れ
る
命
な
ら
、
死
ぬ
気
で
戦
争

を
止
め
た
ほ
う
が
い
い
。
若
者
よ
！
戦

争
で
人
を
殺
す
な
！
殺
さ
れ
る
な
！
国

家
に
よ
る
戦
争
で
戦
う
の
で
は
な
く
、

戦
争
す
る
自
国
政
府
を
打
倒
す
る
闘
い

に
決
起
し
よ
う
！

3

12・15 京大全国学生反戦集会

「侵略戦争を進める日米の帝国主義を打倒する事抜きに、

学生の未来を考えることは不可能です」

「もう生きてはいられない」－高校生が武装勢力戦闘員に。
10 月 22 日。ミャンマー



11
・
19
結
集
は
こ
れ
ま
で
の
次
元

を
超
え
た
組
織
化
が
切
り
開
い
た

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
、
Ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
編
集
部
か

ら
「
戦
争
と
革
命
の
時
代
の
反
戦
闘
争

基
軸
の
労
働
運
動
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

原
稿
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
実

践
の
大
き
な
成
果
が

11
月
集
会
の
大

成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の

11
月
集
会
は
、
26
年
間
の
歴
史
の
中
で

も
新
た
な
出
発
点
を
築
い
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
成
功
を
か
ち
と
り
ま

し
た
。

11
月

19
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
、
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

―
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
１
万
人
大
行
進

が
、
２
８
０
０
人
の
結
集
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
集
会
後
デ
モ
の
み
に
合
流
し

た
人
も
２
０
０
人
を
こ
え
て
お
り
、
11

月
集
会
は
３
０
０
０
人
を
超
す
闘
い
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
１
～
２
年
間
の
反

戦
闘
争
の
組
織
化
を
軸
と
し
た
全
国
各

地
で
の
必
死
の
努
力
が
、
３
労
組
を
先

頭
と
し
た
階
級
的
労
働
運
動
再
生
に
向

け
た
闘
い
と
結
び
つ
い
て
現
在
の
情
勢

と
き
り
結
ぶ
力
を
獲
得
し
、
職
場
・
地

域
・
学
園
か
ら
多
く
の
仲
間
た
ち
が
結

集
し
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
バ
イ
デ
ン
・
岸

田
政
権
の
対
中
国
戦
争
へ
の
突
進
、
ガ

ザ
大
虐
殺
と
い
う
歴
史
的
事
態
に
対
し
、

繰
り
返
し
こ
れ
ま
で
の
延
長
戦
上
の
認

識
を
壊
し
な
が
ら
、
必
死
に
戦
争
反
対

の
闘
い
を
つ
く
り
上
げ
て
い
っ
た
努
力

が
生
み
出
し
た
成
果
で
す
。

例
え
ば
東
京
で
は
、
９
月
１
日
以
降
、

18
回
も
の
反
戦
デ
モ
が
組
織
さ
れ
ま
し

た
。
26
年
の
歴
史
の
中
で
も
こ
れ
ほ
ど

集
中
し
て
目
的
意
識
的
に
闘
い
を
組
織

し
た
の
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。

そ
の
実
践
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
と

く
に

10
・
７
の
ガ
ザ
の
蜂
起
以
降
は

情
勢
が
一
変
し
た
こ
と
を
つ
か
み
と
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
過
程
で
「
杉
並
大

行
進
」
の
結
成
や
「
選
挙
の
よ
う
に
闘

お
う
」
方
針
、
「
組
織
隊
」
方
針
が
生

み
出
さ
れ
、
そ
の
真
剣
さ
が
こ
れ
ま
で

と
は
違
っ
た
次
元
で
職
場
で
の
組
織
化

と
な
り
、
職
場
か
ら
街
頭
か
ら
多
く
の

新
た
な
仲
間
た
ち
が
結
集
し
た
の
で
す
。

組
織
絶
滅
攻
撃
を
打
ち
破
っ
て
前

進
し
た
国
際
連
帯
の
闘
い

11
月
集
会
は
、
現
代
に
階
級
的
労
働

運
動
を
創
造
し
て
い
く
必
死
の
努
力
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

先
頭
に
、
新
自
由
主
義
攻
撃
の
渦
中
で

組
織
絶
滅
的
な
攻
撃
を
か
け
ら
れ
な
が

ら
団
結
を
守
り
ぬ
い
た
３
労
組
が
立
ち
、

そ
れ
が
画
期
的
な
国
際
連
帯
闘
争
を
生

み
出
し
て
発
展
し
て
き
た
闘
い
で
す
。

国
際
連
帯
闘
争
の
前
進
と
い
う
面
で

は
１
５
０
％
の
成
功
を
か
ち
と
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
「
韓
日
労
働
者
共
同
声
明
」

「
パ
レ
ス
チ
ナ
連
帯
決
議
」
、
日
韓
連
帯

の
深
ま
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
の
久
し
ぶ
り
の

参
加
、
滞
日
外
国
人
の
本
当
に
多
く
の

参
加
等
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

全
体
を
通
し
て
、
11
月
集
会
が
日
本

労
働
運
動
・
階
級
闘
争
に
と
っ
て
ど
れ

ほ
ど
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か

が
あ
ら
た
め
て
鮮
明
に
な
り
、
ま
た
、

11
月
集
会
は
、
様
々
な
障
壁
を
ぶ
ち
壊

4

全国労働者総決起集会に 2800 人が結集（11 月 19 日 東京・日比

谷野外大音楽堂）

国際連帯の訴えでは、在日パレスチナ人、韓国・民主労総ソ

ウル地域本部、米国際港湾倉庫労組（ＩＬＷＵ）ローカル 10

の現場組合員、ドイツ鉄道労働者ネットワーク、在日ミャン

マー人などが登壇、労働者の国際的団結を熱烈に呼びかけた。



し
て
も
っ
と
巨
大
な
結
集
軸
と
な
る
可

能
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
私
た
ち
自

身
が
確
信
を
も
て
た
こ
と
が
大
き
な
成

果
で
す
。
最
も
原
則
的
で
ラ
ジ
カ
ル
な

こ
と
が
も
っ
と
も
大
衆
的
で
あ
る
時
代

が
や
っ
て
き
た
の
で
す
。

し
か
し
、
「
最
低
３
５
０
０
」
の
目

標
に
至
ら
な
か
っ
た
悔
し
さ
を
含
め
、

こ
の
組
織
化
と
闘
い
を
も
う
一
年
継
続

す
る
こ
と
で
す
。

戦
争
を
止
め
ら
れ
る
の
は
有
効
的

で
実
践
的
な
反
戦
闘
争

11
月
集
会
後
は
、
「
パ
レ
ス
チ
ナ
連

帯
決
議
」
を
実
践
す
る
、
伊
藤
忠
・
Ｎ

Ａ
Ｓ
（
昨
年
３
月
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
開

催
さ
れ
た
武
器
見
本
市
で
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
「
死
の
商
人
」
エ
ル
ビ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
ズ
と
、
伊
藤
忠
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
日
本
エ
ヤ
ー
シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ

と
い
う
二
つ
の
日
本
企
業
が
、
前
者
の

殺
人
兵
器
を
日
本
国
内
で
生
産
す
る
契

約
に
合
意
）
と
い
う
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の

軍
事
協
力
企
業
弾
劾
、
実
際
に
戦
争
を

止
め
る
「
最
も
有
効
的
で
実
戦
的
な
反

戦
闘
争
」
の
闘
い
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

職
場
・
生
産
点
で
は
、
「
パ
ン
と
平

和
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
ぴ
っ
た
り
く
る

よ
う
な
、
港
合
同
昌
一
金
属
支
部
、
Ｊ

Ａ
Ｍ
日
本
機
械
労
組
、
船
橋
二
和
病
院

労
組
の
「
戦
時
下
の
ス
ト
ラ
イ
キ
」
を

は
じ
め
、
27
年
目
の

11
月
に
向
か
っ

て
休
む
こ
と
な
く
進
撃
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

最
先
端
の
変
革
は
、
現
状
の
労
働

運
動
の
変
革
！

こ
こ
で
「
甦
る
労
働
組
合
」
か
ら
お

さ
ら
い
で
す
。
「
僕
は
『
反
戦
闘
争
を

闘
う
労
働
運
動
』
を
提
起
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
労
働
運
動
の
闘
い
の
基
軸
に
、

反
戦
の
闘
い
を
路
線
と
し
て
き
ち
っ
と

押
さ
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
思
う

か
ら
だ
。
こ
れ
は
本
質
論
と
し
て
労
働

運
動
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
」

「
労
働
組
合
運
動
と
は
本
来
、
階
級

的
労
働
運
動
で
あ
り
、
否
応
な
し
に
権

力
問
題
を
含
ん
で
い
る
わ
け
だ
。
だ
か

ら
自
国
政
府
の
侵
略
戦
争
は
も
と
よ
り
、

侵
略
戦
争
策
動
や
戦
争
加
担
政
策
な
ど

に
、
労
働
組
合
は
な
に
よ
り
も
敏
感
に

対
応
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
闘
い
を
展

開
し
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
労
働
組
合

運
動
と
し
て
成
り
立
た
な
い
・
・
・
つ

ま
り
中
間
の
立
場
は
な
い
と
う
意
味
で

労
働
運
動
と
反
戦
闘
争
は
完
全
に
一
体

の
も
の
で
あ
る
」
。

そ
し
て
、
「
街
頭
で
闘
っ
た
青
年
労

働
者
た
ち
が
、
街
頭
だ
け
で
闘
っ
て
職

場
の
中
で
な
に
も
や
ら
な
い
と
い
う
話

に
は
な
ら
な
い
。
街
頭
で
激
し
く
、
権

力
の
権
化
み
た
い
な
機
動
隊
と
バ
ン
バ

ン
ぶ
ち
当
た
っ
て
闘
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

だ
か
ら
、
職
場
の
中
で
起
こ
っ
て
く
る

さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
も
放
置
し
て
は
お
か

な
い
。
職
場
闘
争
も
ど
ん
ど
ん
活
性
化

し
て
い
く
わ
け
だ
」
。

文
字
通
り
歴
史
の
岐
路
と
な
る
年
で

あ
る
２
０
２
４
年
。
世
界
中
で
戦
火
が

た
え
な
い
状
況
は
世
界
戦
争
の
危
機
を

は
ら
み
、
労
働
者
は
物
価
高
騰
と
大
増

税
に
あ
え
ぎ
、
社
会
は
人
間
が
生
き
て

い
く
の
に
必
要
な
基
盤
が
す
べ
て
崩
壊

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
労
働
組
合
が

い
か
に
闘
う
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
労
働
組
合
と
は
「
革
命
の
学

校
」
で
す
。
２
０
２
３
年
の
闘
い
の
中

で
つ
か
ん
だ
教
訓
と
成
果
を
、
こ
の
種

を
２
０
２
４
年
は
全
面
開
花
さ
せ
ま
し
ょ

う
。動

労
千
葉
は
こ
う
し
た
な
か
で
、
今

年
の
３
月
30
日
、
結
成

45
周
年
を
迎

え
ま
す
。
闘
い
は
、
今
か
ら
・
こ
れ
か

ら
、
「
自
分
た
ち
の
労
働
組
合
を
甦
ら

せ
、
労
働
運
動
の
現
状
を
変
革
す
る
こ

と
だ
。
そ
れ
こ
そ
が
今
、
最
先
端
の
変

革
で
あ
る
。
闘
う
こ
と
は
結
構
楽
し
い

も
の
だ
、
朗
ら
か
に
闘
お
う
」
変
革
の

時
代
を
明
る
く
元
気
に
進
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
！

5

伊藤忠アビエーション社前で「エルビット社と手を切れ！」

と迫った（12 月１日東京都港区）

11 月 11 日、民主労総はソウルに組合員５万人を集めて全国労

働者大会を開いた。動労千葉から関委員長、渡辺書記長をは

じめ訪韓団３０人が参加した。



世
界
戦
争
阻
止
は
日
帝
打
倒

岸
田
政
権
は

12
月

22
日
、
防
衛
装

備
移
転
三
原
則
と
運
用
指
針
を
改
定
し
、

日
本
で
生
産
す
る
地
対
空
誘
導
弾
パ
ト

リ
オ
ッ
ト
の
米
帝
へ
の
提
供
を
決
定
し

た
。
改
定
は
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
を

閣
議
、
運
用
指
針
は
国
家
安
全
保
障
会

議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
で
決
定
し
た
。
国
会
で

の
議
論
は
な
い
。
大
転
換
だ
。
米
帝
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
に
パ
ト
リ

オ
ッ
ト
を
供
与
し
、
在
庫
減
少
と
な
れ

ば
日
帝
が
米
帝
に
提
供
す
る
。
し
か
も

ラ
イ
セ
ン
ス
完
成
品
は
米
帝
が
要
請
す

れ
ば
第
三
国
へ
の
輸
送
も
可
能
と
し
て

い
る
。
要
す
る
に
米
帝
の
要
請
が
あ
れ

ば
世
界
中
の
戦
場
に
送
る
と
い
う
の
だ
。

そ
の
た
め
に
国
内
軍
需
産
業
の
育
成
と

従
事
労
働
者
を
大
幅
に
増
員
す
る
。
労

働
者
は
軍
事
機
密
保
持
で
が
ん
じ
が
ら

め
に
管
理
さ
れ
る
。
ま
さ
に
日
帝
の
参

戦
で
あ
り
、
改
憲
と
軍
拡
の
戦
争
国
家

化
が
一
気
に
加
速
す
る
。
核
心
は
米
中

戦
争
へ
の
参
戦
で
あ
り
、
日
帝
の
新
た

な
ア
ジ
ア
侵
略
戦
争
へ
の
踏
み
込
み
だ
。

安
保
関
連
３
文
書
の
恐
る
べ
き
加
速
度

的
具
体
化
だ
。

米
帝
の
大
没
落
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、

中
東
戦
争
を
引
き
出
し
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
米
帝
の
没
落
が
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
も
抑
え
込
ま
れ

て
き
た
新
植
民
地
諸
国
で
新
た
な
民
族

解
放
・
革
命
戦
争
の
火
が
噴
き
出
す
情

勢
だ
。
だ
が
米
帝
の
最
優
先
事
項
は

「
世
界
唯
一
の
競
争
相
手
国
」
（
米
国
家

安
全
保
障
戦
略
）
で
あ
る
米
中
戦
争
だ
。

だ
か
ら
米
帝
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
大
量
の

兵
器
・
弾
薬
を
供
与
し
て
も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

加
盟
を
拒
否
し
続
け
、
「
10
・
７
蜂
起
」

―
民
族
解
放
・
革
命
戦
争
に
対
す
る
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ハ
マ
ス
総
殲
滅
・
パ
レ
ス

チ
ナ
抹
殺
と
い
う
「
三
段
階
戦
略
」
と

ガ
ザ
住
民
２
０
０
万
人
の
追
放
を
か
ざ

す
イ
ス
ラ
エ
ル
の
反
革
命
戦
争
を
米
帝

は
ど
こ
ま
で
も
擁
護
し
続
け
る
。
否
、

パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
大
虐
殺
と
追
放
と
い

う
史
上
最
大
の
ガ
ザ
攻
撃
を
ど
こ
ま
で

も
容
認
し
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
は
建
国
以
来
、
建
国
の

不
正
義
性
と
い
う
史
実
ゆ
え
に
常
に

「
国
家
消
滅
の
危
機
」
と
恐
怖
に
直
面

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
徹
底
し
た
シ

オ
ニ
ズ
ム
と
反
革
命
教
育
で
軍
事
国
家

と
し
て
強
化
し
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
の

「
民
間
人
保
護
」
と
い
う
の
は
ポ
ー
ズ

だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
家
戦
略
は
ガ
ザ

制
圧
の
次
は
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
の
軍
事

的
制
圧
で
あ
る
こ
と
は
明
白
。
そ
こ
ま

で
の
軍
事
作
戦
を
強
行
す
る
か
否
か
は
、

米
帝
次
第
だ
が
、
米
帝
支
配
階
級
に
は

そ
れ
を
止
め
る
国
家
的
意
思
も
影
響
力

も
低
下
し
て
い
る
。
中
東
戦
争
の
泥
沼

的
激
化
は
不
可
避
。
イ
ラ
ン
は
イ
ス
ラ

エ
ル
に
加
担
す
る
米
帝
を
批
判
し
、
地

中
海
封
鎖
に
動
き
出
し
た
。

繰
り
返
す
が
米
帝
の
最
優
先
事
項
は
、

米
中
戦
争
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
確
に
示

し
て
い
る
の
が
米
帝
の
「
国
家
安
全
保

障
戦
略
」
（
２
０
２
１
年
）
と
国
防
戦

略
、
核
戦
略
だ
。
没
落
米
帝
は
台
頭
し

た
中
国
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
国
家
を
戦
争

で
解
体
す
る
こ
と
で
息
を
吹
き
返
す
し

か
な
い
と
い
う
選
択
に
踏
み
込
み
込
ん

だ
。
米
国
家
政
策
は
す
べ
て
が
そ
れ
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。

没
落
し
た
今
の
米
帝
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

中
東
、
対
中
戦
争
と
い
う
「
三
正
面
戦

争
」
に
対
応
で
き
る
の
か
。
経
済
力
、

軍
事
力
、
米
軍
事
力
は
オ
バ
マ
政
権
以

降
、
財
政
危
機
に
規
定
さ
れ
続
け
て
き

た
。
さ
ら
に
現
下
の
政
治
委
員
会
の
分

裂
、
国
家
財
政
の
危
機
に
加
え
国
内
支

配
体
制
は
決
し
て
万
全
で
は
な
い
。
米

支
配
階
級
は
国
内
の
内
乱
情
勢
で
国
家

二
分
の
危
機
を
深
め
、
バ
イ
デ
ン
は
む

し
ろ
対
応
で
き
な
い
と
い
う
国
家
的
危

機
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
は
過
言
で

は
な
か
ろ
う
。
ウ
ク
ラ
イ
戦
争
の
長
期

化
と
泥
沼
化
が
世
界
戦
争
の
危
機
を
深

め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
（
新
た

な
中
東
戦
争
）
が
そ
れ
を
加
速
さ
せ
、

世
界
核
戦
争
の
危
機
が
現
実
味
を
帯
び

て
き
た
。
そ
れ
は
人
類
の
地
獄
へ
の
道

だ
。
没
落
帝
国
主
義
の
危
機
と
そ
こ
か

ら
不
可
避
と
な
る
侵
略
戦
争
―
世
界
戦

争
は
絶
対
、
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
だ
が
そ
れ
は
同
時
に
革
命
情
勢
で

あ
る
こ
と
を
見
据
え
よ
う
。
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
革
命
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
い
う
こ

と
だ
。
そ
れ
が
２
０
２
４
年
冒
頭
の
情

勢
だ
。

日
帝
打
倒
が
世
界
革
命
の
核
心
的

課
題米

帝
の
大
没
落
と
「
三
正
面
戦
争
」

情
勢
下
で
出
て
き
た
の
が
米
帝
の
「
国

家
防
衛
戦
略
」
の
「
統
合
抑
止
力
」
で

あ
る
。
「
統
合
抑
止
力
」
と
は
、
対
中

国
包
囲
網
構
築
レ
ベ
ル
か
ら
米
帝
の
同
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盟
国
、
パ
ー
ト
ナ
ー
国
の
す
べ
て
の
軍

事
力
を
米
中
戦
争
に
総
動
員
（
参
戦
）

す
る
と
い
う
戦
略
。
そ
の
戦
略
の
ア
ジ

ア
で
の
基
軸
が
日
米
同
盟
で
あ
り
、
日

帝
の
総
動
員
と
沖
縄
を
軸
と
す
る
全
土

出
撃
基
地
化
だ
。
南
西
軍
事
拠
点
化
の

強
化
・
拡
大
、
民
間
空
港
・
港
湾
の
軍

事
化
、
全
国
基
地
・
分
屯
地
で
の
弾
薬

庫
建
設
な
ど
な
ど
。
前
述
の
パ
ト
リ
オ
ッ

ト
提
供
と
戦
地
へ
の
輸
送
、
軍
需
産
業

の
拡
大
な
ど
は
米
戦
略
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
。
そ
し
て
日
米
韓
軍
事
同
盟
化

（
合
意
）
と
軍
事
・
情
報
の
一
体
化
だ
。

こ
れ
は
す
で
に
動
き
出
し
て
い
る
。

「
米
英
豪
安
全
保
障
協
力
（
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｓ
」
へ
の
日
帝
の
参
加
（
麻
生
が
提
唱
）
。

日
帝
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
英
帝
と
の
対
中
防

衛
力
―
軍
事
力
強
化
で
合
意
し
、
日
英

伊
で
の
次
期
戦
闘
機
の
共
同
開
発
条
約

に
署
名
。
開
発
の
司
令
塔
と
な
る
政
府

間
機
関
の
初
代
ト
ッ
プ
が
日
帝
だ
。
配

備
開
始
は

35
年
。
第
二
次
世
界
大
戦

後
で
は
初
の
動
き
だ
。

要
す
る
に
没
落
米
帝
が
息
を
吹
き
返

そ
う
と
し
て
い
る
「
統
合
抑
止
戦
略
」

の
核
心
が
「
最
弱
の
環
・
日
帝
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
没
落
米

帝
の
弱
点
が
実
は
、
日
本
帝
国
主
義
だ

と
い
う
こ
と
だ
。
戦
後
の
最
弱
の
環
・

日
帝
に
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か

わ
ら
ず
日
帝
支
配
階
級
に
争
闘
戦
的
に

大
き
く
依
存
し
な
け
れ
ば
延
命
で
き
な

い
と
い
う
の
が
今
の
米
帝
だ
と
い
う
こ

と
だ
。
こ
れ
は
ど
う
見
て
も
米
帝
の
末

期
、
さ
ら
に
言
え
ば
帝
国
主
義
の
末
期
、

最
末
期
そ
の
も
の
だ
。
日
帝
打
倒
が
世

界
戦
争
を
阻
止
し
、
米
帝
を
も
打
倒
し
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世
界
革
命
へ
の
一
大
突

破
口
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
極
め
て
鮮

明
だ
。
日
本
階
級
闘
争
の
世
界
史
的
位

置
の
大
き
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。
勇
躍
、
前
進
し
よ
う
！

日
帝
政
治
委
員
会
の
解
体
的
再
編

日
帝
支
配
階
級
も
そ
れ
を
自
覚
し
、

動
き
出
し
た
。
安
倍
的
な
手
法
は
「
最

弱
の
環
の
枠
内
」
で
は
通
用
し
た
が
、

帝
国
主
義
の
末
期
、
最
末
期
で
は
解
釈

改
憲
的
な
あ
り
方
で
は
通
用
し
な
い
。

改
憲
と
軍
拡
―
戦
争
国
家
化
＝
国
家
総

動
員
体
制
を
真
っ
向
か
ら
押
し
出
し
、

外
へ
の
侵
略
戦
争
、
内
へ
の
階
級
戦
争

を
徹
底
的
に
強
化
し
、
貫
徹
す
る
凶
暴

な
政
権
と
国
内
支
配
体
制
を
構
築
す
る

以
外
に
、
帝
国
主
義
国
家
と
し
て
の
日

帝
が
延
命
で
き
な
い
と
い
う
危
機
に
直

面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
さ
に

掛
け
値
な
し
に
「
革
命
と
反
革
命
」
が

真
っ
向
か
ら
激
突
す
る
情
勢
だ
。
日
帝

支
配
階
級
が
安
倍
派
を
解
体
し
、
日
帝

政
治
委
員
会
の
再
編
に
着
手
し
た
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
れ
に
動
揺
し
た
の
が
岸

田
だ
。
岸
田
自
身
が
派
閥
解
体
・
再
編

に
成
功
し
な
け
れ
ば
切
り
捨
て
ら
れ
る

と
い
う
恐
怖
に
震
え
て
い
る
。
支
配
階

級
内
部
も
「
三
正
面
戦
争
」
と
安
保
関

連
３
文
書
の
具
体
化
で
力
関
係
が
流
動

し
て
い
る
。
軍
需
産
業
の
台
頭
だ
。

岸
田
政
権
の
支
持
率
は
過
去
最
低
。

時
事
通
信
の
世
論
調
査
（
12
月
８
～

12
日
）
で
内
閣
支
持
率
が

17
・
１
％
、

毎
日
新
聞
の
世
論
調
査
（
16
～

17
日
）

で
も

17
％
だ
。
日
帝
支
配
階
級
は
今
、

戦
後
最
大
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
ゆ
え
の
再
編
だ
が
、
絶
望
的
で

あ
る
か
ら
こ
そ
凶
暴
化
す
る
。
こ
こ
を

見
据
え
、
こ
れ
と
対
決
し
、
前
進
し
、

日
帝
を
打
倒
す
る
な
か
に
労
働
者
階
級

と
被
搾
取
階
級
、
被
抑
圧
民
族
・
大
衆

の
解
放
を
わ
が
手
に
握
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
全
過
程
が
実
力
闘
争
だ
。
内

乱
・
内
戦
は
国
家
暴
力
―
政
治
警
察
と

軍
隊
と
の
幾
度
の
激
突
と
な
る
。
非
和

解
の
死
闘
戦
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
据
え
、

前
進
し
、
勝
利
す
る
こ
と
で
革
命
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
へ
の
道
を
切
り
開
く

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
全
過
程
は

冷
徹
な
流
血
を
伴
う
が
、
恐
れ
る
こ
と

な
く
と
も
に
進
撃
し
よ
う
！

民
族
解
放
闘
争
・
革
命
戦
争
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
世
界
革
命

パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
の
戦
い
が
内
包
し

て
い
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世
界
革
命
に
お

け
る
民
族
解
放
・
革
命
戦
争
の
最
前
線

部
隊
と
し
て
の
意
義
を
再
確
認
し
よ
う
。

ム
ス
リ
ム
人
民
の
帝
国
主
義
に
対
す
る

怒
り
は
世
界
で
爆
発
し
、
そ
の
怒
り
は

米
帝
バ
イ
デ
ン
と
い
え
ど
も
無
視
で
き

な
い
と
こ
ろ
に
き
て
い
る
。
パ
レ
ス
チ

ナ
・
中
東
・
イ
ス
ラ
ム
諸
国
を
め
ぐ
る

帝
国
主
義
と
被
抑
圧
民
族
人
民
の
激
烈

な
攻
防
は
ま
さ
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世
界

革
命
の
一
環
だ
。
帝
国
主
義
本
国
の
労

働
者
階
級
と
し
て
連
帯
し
、
日
帝
打
倒

を
貫
徹
し
、
戦
い
取
る
と
い
う
こ
と
。

今
わ
れ
わ
れ
が
パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
と
と

も
に
立
っ
て
い
る
の
は
「
侵
略
か
、
革

命
か
」
、
「
倒
す
か
、
倒
さ
れ
る
か
」
、

「
解
放
か
、
死
か
」
の
内
乱
的
死
闘
の
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時
代
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
パ
レ
ス
チ
ナ

人
民
の
「
10
・
７
蜂
起
」
―
民
族
解
放
・

革
命
戦
争
に
連
帯
し
、
日
米
帝
国
主
義

打
倒
に
む
け
た
内
乱
と
蜂
起
の
革
命
戦

争
へ
の
バ
ネ
と
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国

際
主
義
と
国
際
連
帯
闘
争
と
し
て
民
族

解
放
・
革
命
戦
争
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革

命
の
一
体
化
を
推
し
進
め
る
と
い
う
こ

と
。
ガ
ザ
地
区
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
・

シ
オ
ニ
ズ
ム
の
激
し
い
パ
レ
ス
チ
ナ
絶

滅
攻
撃
は
民
族
解
放
・
革
命
戦
争
へ
の

反
革
命
戦
争
そ
の
も
の
で
あ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
米
帝
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
民
族

解
放
・
革
命
戦
争
の
非
妥
協
性
、
非
和

解
性
、
そ
し
て
不
屈
の
大
衆
的
決
起
に

イ
ス
ラ
エ
ル
の
消
滅
と
米
帝
の
さ
ら
な

る
没
落
の
危
機
に
恐
怖
を
抱
い
て
い
る
。

日
帝
の
中
東
石
油
支
配
と
イ
ラ
ク
・

ア
フ
ガ
ン
戦
争
へ
の
参
戦
や
ジ
ブ
チ
基

地
建
設
と
自
衛
隊
の
海
外
配
備
と
い
う

事
態
を
み
て
も
パ
レ
ス
チ
ナ
・
中
東
・

イ
ス
ラ
ム
諸
国
を
め
ぐ
る
人
民
の
戦
い

が
日
本
階
級
闘
争
そ
の
も
の
と
直
結
し

て
い
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世
界
革
命
と

「
血
債
の
思
想
」
の
観
点
か
ら
も
、
連

帯
し
、
民
族
解
放
・
革
命
戦
争
と
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
革
命
を
結
合
し
、
人
類
の
人

間
的
解
放
を
と
も
に
切
り
開
い
て
い
こ

う
。
「
闘
う
パ
レ
ス
チ
ナ
・
中
東
・
イ

ス
ラ
ム
諸
国
人
民
と
連
帯
し
、
中
東
侵

略
戦
争
を
国
際
的
内
乱
に
転
化
せ
よ
」
、

一
切
の
突
破
口
は
日
帝
打
倒
に
あ
る
。

「
自
衛
隊
の
帝
国
主
義
軍
隊
化
阻
止
！

自
衛
隊
の
包
囲
・
解
体
で
兵
士
を
獲
得

し
よ
う
」
を
、
国
際
連
帯
と
反
帝
国
主

義
・
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
世
界
革
命
に
向
け
一
体
的
に
推
し
進

め
よ
う
！

連
帯
し
、
侵
略
を
内
乱
へ
！

振
り
返
れ
ば
、
過
去
の
日
帝
の
ア
ジ

ア
侵
略
戦
争
を
許
し
た
の
は
抑
圧
民
族

の
排
外
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
だ
。
「
三
正
面
」

―
世
界
戦
争
情
勢
下
、
日
帝
は
す
で
に

参
戦
と
侵
略
に
向
け
ア
ジ
ア
―
世
界
へ

の
凶
暴
な
侵
略
者
と
し
て
立
ち
現
れ
て

い
る
。
今
現
在
の
わ
れ
わ
れ
が
弱
小
勢

力
と
し
て
力
及
ば
ず
侵
略
を
内
乱
に
転

化
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
、
帝
国
主

義
の
排
外
主
義
攻
撃
へ
の
屈
服
と
な
る
。

日
帝
の
軍
拡
と
戦
争
国
家
化
攻
撃
が
激

化
し
、
そ
の
推
進
を
許
す
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
日
本
の
労

働
者
階
級
人
民
が
在
日
ア
ジ
ア
人
民
、

全
ア
ジ
ア
人
民
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
に

対
す
る
圧
迫
や
迫
害
が
激
化
す
る
中
で

否
応
な
し
に
抑
圧
民
族
と
し
て
の
侵
略

体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
そ
の
自
覚
を
実
践
と
行
動
で
示
す
。

そ
れ
が
連
帯
し
、
侵
略
を
内
乱
に
転
化

す
る
戦
い
だ
。
日
本
帝
国
主
義
を
打
倒

す
る
戦
い
だ
。

日
本
階
級
闘
争
に
お
け
る
数
十
万
、

数
百
万
規
模
で
労
働
者
階
級
人
民
が
巨

大
な
デ
モ
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
力
闘
争

に
決
起
し
、
帝
国
主
義
の
国
家
戦
略
と

侵
略
戦
争
の
継
続
を
不
可
能
に
す
る
実

力
を
革
命
党
と
労
働
者
階
級
が
培
お
う
。

組
織
と
運
動
を
飛
躍
的
に
建
設
し
、
強

化
す
る
。
そ
れ
が
国
家
暴
力
―
政
治
警

察
と
軍
隊
・
自
衛
隊
と
の
流
血
の
激
突

を
繰
り
返
し
な
が
ら
労
働
者
・
兵
士
、

被
抑
圧
民
族
・
大
衆
の
解
放
と
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
権
力
樹
立
に
向
け
た
非
和
解
の

戦
い
で
あ
る
と
同
時
に
革
命
へ
の
道
だ
。

繰
り
返
す
が
、
今
わ
れ
わ
れ
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
実
力
に
よ
る
日
帝
打

倒
だ
。
帝
国
主
義
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

が
渾
然
一
体
で
最
末
期
の

危
機
を
深
め
、
人
類
を
世

界
核
戦
争
と
い
う
地
獄
に

引
き
ず
り
込
も
う
と
し
て

い
る
時
、
ア
ジ
ア
で
唯
一

の
帝
国
主
義
、
日
帝
を
打

倒
す
る
こ
と
だ
。
米
日
帝

国
主
義
の
中
国
侵
略
戦
争

を
内
乱
に
転
化
す
る
戦
い

に
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
が
決
起
し
、
被
抑
圧
階

級
と
し
て
自
ら
の
解
放
を

か
け
て
決
起
し
た
と
き
、

中
国
・
台
湾
、
南
北
朝
鮮

―
全
ア
ジ
ア
人
民
と
、
そ

し
て
ま
た
中
東
・
パ
レ
ス

チ
ナ
人
民
と
、
国
際
的
・

階
級
的
連
帯
の
道
が
切
り

開
か
れ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
革
命
と
民
族
解
放
・
革

命
戦
争
の
革
命
的
統
一
、

そ
し
て
中
国
、
北
朝
鮮
に

お
け
る
反
ス
タ
ー
リ
ン
主

義
革
命
の
展
望
を
も
確
実

に
切
り
開
く
こ
と
が
で
き

る
。
反
帝
国
主
義
・
反
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
世
界
革
命
へ
！
全
世

界
の
労
働
者
と
革
命
的
兵

士
は
と
も
に
肩
を
並
べ
、

と
も
に
進
撃
し
よ
う
！
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1917 年 6 月 18 日。ペトログラードのデモ。

「社会主義革命万歳」を掲げる


